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注意事項 

 1 開始の合図があるまで，この冊子を開いてはいけない。 

 2 冊子（３ページよりなる）の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁および解答用紙の汚

れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。 

 3 解答は冊子の所定の欄に記入すること。 

 4 冊子には,表紙1箇所に受験番号を記入する欄がある。開始後直ちに記入すること。 

 5 冊子の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離してはいけない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 原点Oを中心として半径 1の円C1上の点をP(a, b)，半径 2の円C2上の点をQ(c, d)

とする。次の問に答えよ。答は解答欄に記入すること。
(1) 円C1，C2の方程式を求めよ。
(2) ベクトル−→

OPとベクトル−→
OQのなす角を θとし，θを用いて内積−→

OP ·
−→
OQを求

めよ。
(3) ac+ bdの最大値を求めよ。
(4) ac+ bdの最小値を求めよ。
(5) ac+ bdが最大となる条件を，−→

OPと−→
OQを用いて数式で表現せよ。

(6) ac+ bdが最小となる条件を，−→
OPと−→

OQを用いて数式で表現せよ。
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2 a, b, cを実数として 2つの関数 f(x) = x3 − 1，g(x) = x3 + ax2 + bx + cを考える。
座標平面上の曲線 y = f(x)を C1（図参照），曲線 y = g(x)を C2とする。C2は点
A(−1,−2)を通り，C2の点Aにおける接線は C1の点Aにおける接線と一致すると
して以下の問に答えよ。

(1) 曲線C1の点Aにおける接線 lの方程
式を求めよ。

(2) 原点 Oと (1)で求めた接線 lとの距
離を求めよ。

(3) b，cをそれぞれ aを用いて表せ。
(4) a = −2の時，関数 g(x)の極大値，
極小値ならびにその時の xの値を求
めよ。

(5) (4)の時，−2 ≤ x ≤ −1で曲線 C1，
C2と直線 x = −2で囲まれる領域の
面積をS1とする。また，−1 ≤ x ≤ 1

で曲線C1，C2と直線 x = 1で囲まれ
る領域の面積を S2として S1 + S2を
求めよ。
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3 A. 数列 {an}の初項から第 n項までの和 Sn =
n∑

k=1

akが Sn = −3n2 + 35n

(n = 1, 2, 3 · · · )で与えられるものとする。以下の問に答えよ。
(1) a1, a2を求めよ。
(2) an < 0となる自然数 nの範囲を求めよ。

(3)
20∑
k=1

|ak|を求めよ。

B.初項が 0でない等比数列 {an}が a1+4a2 = 0を満たしている。以下の問に答えよ。
(4) 公比 rを求めよ。
(5) a1 + a2 + a3 = 13のとき，a1および 1

a3
+ 1

a4
+ 1

a5
を求めよ。

(6) 1
a3
+ 1

a4
+ · · · 1

an
= 205となる nを求めよ。
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